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平 成
30 年

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。
また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せく
ださい。表紙の作品も募集しています。
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市町村社協レポートP9

復興宮城のいまP10

みやぎいきいきシニアだより
こんなことやってます！

P11

県社協掲示板P12
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みやぎの福祉の情報誌

作者

作品

宮城県立支援学校小牛田高等学園
美術授業作品より一人一人の思いを込め、卒業制作とし

て、七色に変化するランプシェードを制作しました。

オリジナルランプシェード

特集

Heart＆Works

P2

P4

ご存知ですか？
宮城県ゆずりあい
駐車場利用制度のこと

ごちゃ混ぜ保育で
たくさんの経験を

介護未経験の方を対象に、県内各地で講習会を行います。皆さんお気軽にご参加ください。
地　域 【 1日目 】10時～15時30分 会　場 【 2日目 】10時～16時 会　場
登　米  9月18日（火） 石越公民館  9月20日（木） 特別養護老人ホーム風の路
仙　台  9月19日（水） 文化センターあおばホール  9月26日（水） 特別養護老人ホーム白東苑
黒　川  9月25日（火） ベルサンピアみやぎ泉  9月28日（金） 特別養護老人ホーム和風園
亘　理 10月 2日（火） 中正旅館 10月 5日（金） 特別養護老人ホーム第二日就苑
白　石 10月 9日（火） 白石市中央公民館 10月12日（金） 老人保健施設あさくらホーム
栗　原 10月16日（火） 栗原市市民活動支援センター 10月19日（金） 特別養護老人ホームいちょうの里
東松島 10月23日（火） 赤井市民センター 10月26日（金） 特別養護老人ホームやもと赤井の里
※詳細はHPをご覧ください。（http://www.miyagi-sfk.net/job）
■お問合せ先：宮城県福祉人材センター　電話番号：022-262-9777

中高年者向け 「初めて学ぶ介護入門講座」を開催します！

I n f o rma t i on
県社協掲示板

温かい真心をありがとうございます

下記の方々から、本会に寄附金をいただきました。温かい
真心に感謝申し上げます。(平成30年7月24日現在)
平成30年6月5日　株式会社ブリッジさまより
　社会福祉事業のために…………………………… 25,000円
平成30年6月14日　七十七銀行八幡町支店チャリティー
クラシックコンサート参加者一同さまより
　法人のために……………………………………… 33,001円
平成30年7月5日　株式会社ブリッジさまより
　社会福祉事業のために…………………………… 25,000円

福祉の職場説明会【障害福祉編】を開催します！

障害福祉施設の職員による講話、求人事業所による個別面
談会を行います。
詳細が決まり次第、HPにてお知らせします。
①仙台会場… 日時：10月20日（土）11：00～15：30（受付10：30）
… 場所：東北福祉大学…仙台駅東口キャンパス…6階
②大崎会場… 日時：10月28日（日）11：00～15：30（受付10：30）
… 場所：大崎生涯学習センター
… 　　　(パレットおおさき)…2階多目的ホール
■お問合せ先：宮城県福祉人材センター
… 　電話番号：022-262-9777

　７月４日東京エレクトロンホール宮城にて、映画『君の笑顔に会いたくて』の原作者である大沼
えり子氏の講演を行いました。講演の中では、子育ての中で出会った方々の寂しく苦しい想いを
救うべき奮闘ぶりと内省が保護司となるきっかけとなったこと、自立準備ホーム「ロージーハウ
ス」を運営される経緯となったことをラジオDJらしく重い話を軽快に熱く熱く語られました。
　研修会参加者からは、「エネルギーのシャワーを浴びました。」　「利用者様の笑顔に会うために
これからも頑張れそうです。」など多くの感想が寄せられました。

日常生活自立支援事業（まもりーぶ）平成30年度生活支援員全体研修会



利
用
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
？

　
対
象
と
な
る
方
は
、
以
下
の
申
請

方
法
を
参
考
に
、
必
要
書
類
等
を
準

備
の
上
、
各
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
申
請
窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
県
社
会
福
祉
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

❶ 

郵
送
に
よ
る
申
請

申
請
窓
口
／
県
社
会
福
祉
課

送
付
先
／
〒
9
8
0ｰ

8
5
7
0

（
住
所
記
載
不
要
）

必
要
書
類
等
／
必
要
事
項
を
記
入
し

た
申
請
書
、
交
付
要
件
が
確
認
で
き

る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）
の

写
し
（
コ
ピ
ー
）、
返
信
用
切
手

１
４
０
円
分

❷ 

持
参
に
よ
る
申
請

申
請
窓
口
／
県
社
会
福
祉
課
・
県
の
各

保
健
福
祉
事
務
所
（
地
域
事
務
所
）

必
要
書
類
／
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申

請
書
、
交
付
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）
の
原
本

※
各
保
健
福
祉
事
務
所
（
地
域
事
務

所
）
で
は
、
持
参
に
よ
る
申
請
の
み

受
け
付
け
ま
す
。

対
象
区
画
に
つ
い
て

　
県
内
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
の

う
ち
、
県
に
届
け
出
の
あ
っ
た
施
設

に
対
象
区
画
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
区
画
に
は
「
車
い
す
使
用
者
優

先
区
画
（
幅
が
3
5
0
c
m
以
上
の

駐
車
区
画
で
、
車
い
す
使
用
者
等
の

幅
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
方

が
優
先
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
区
画
）」と「
ゆ
ず
り
あ
い
区
画（
幅

が
3
5
0
c
m
未
満
の
駐
車
区
画
で
、

歩
行
困
難
な
方
の
た
め
に
設
置
さ
れ

た
区
画
）」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
区
画
を
設
置
し
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
県
社
会
福
祉
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
業
施
設
な
ど
の

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
対
象
者
が
駐
車
区
画
を
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
対
象
区
画
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
対
象
と
な
っ
た
施
設

に
は
、
駐
車
区
画
の
標
示
用
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。）

公
共
施
設
や
商
業
施
設
に
は
、
障

害
の
あ
る
方
な
ど
歩
行
が
困
難
な
方

の
た
め
に
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
対
象
者
以
外

の
方
が
利
用
し
て
、
本
当
に
必
要
と

し
て
い
る
方
が
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
県
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
解
消
を

目
指
し
、
平
成
30
年
9
月
3
日
か
ら

「
宮
城
県
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
利
用
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
制
度
な
の
？

　
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
、
妊
産

婦
、
け
が
人
な
ど
、
歩
行
が
困
難
な

方
に
対
し
て
、
制
度
の
対
象
と
な
る

駐
車
区
画
（
以
下
「
対
象
区
画
」）
の

利
用
証
を
県
が
交
付
す
る
制
度
で
す
。

こ
う
し
た
制
度
は
「
パ
ー
キ
ン
グ
・

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
近
年
、
全
国
的
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
制
度
に
協
力
い
た
だ
け
る
公
共
施

設
や
商
業
施
設
の
対
象
区
画
に
は
、

対
象
区
画
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
標
示
さ
れ
ま
す
。

利
用
証
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
対
象

区
画
に
車
両
を
駐
車
し
た
後
、
外
か

ら
利
用
証
が
見
え
る
よ
う
に
、
車
内

の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
な
ど
に
利
用
証
を

掲
示
し
て
使
用
し
ま
す
。

宮
城
県
社
会
福
祉
課

宮城県社会福祉課 地域福祉推進班
電話番号 022（211）2519
ホームページURL
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syahuku/parking.html

ご
存
知
で
す
か
？

宮
城
県
ゆ
ず
り
あ
い

駐
車
場
利
用
制
度
の
こ
と

▲利用証の掲示イメージ

▲利用証

特 集

対象者区分 交付要件

身…
体…

障…

害…

者…

視覚障害

身…

体…

障…

害…

者…

手…

帳…

等…

級

４級以上
聴覚障害 ３級以上
平衡機能障害 ５級以上

肢…

体…

不…
自…
由

上肢 ２級以上

下肢 ６級以上

体幹 ５級以上

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢機能 ２級以上
移動機能 ６級以上

内…

部…

障…

害

心臓機能障害 ４級以上
じん臓機能障害 ４級以上
呼吸器機能障害 ４級以上

ぼうこう又は直腸の機能障害 ４級以上

小腸機能障害 ４級以上

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ４級以上

肝臓機能障害 ４級以上

知的障害者 療育手帳「A」

精神障害者 精神障害者保健福祉手帳「１級」

高齢者 要介護状態区分が「要介護１」以上

難病患者
特定疾患医療受給者
指定難病特定医療受給者
小児慢性特定疾病医療受給者

妊産婦 妊娠７か月～産後１年
※産後は乳児同乗の場合に限る

けが人等 一時的に移動の配慮が必要な者

▲標示ステッカー
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幅
広
い
世
代
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
保
育

士
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
、
多
様
な

活
動
を
経
験
し
て
き
た
託
児
ス
タ
ッ
フ

と
の
交
流
を
通
し
て
醸
し
出
さ
れ
る
託

児
の
環
境
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
わ
ら
べ
っ
こ
に
は
定
年
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
何
歳
に
な
っ
て
も
、
や
る
気
と

元
気
が
あ
れ
ば
続
け
て
も
ら
い
た
い
」

と
佐
山
代
表
と
千
葉
事
務
局
長
は
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
度
か

ら
、
高
齢
に
な
っ
た
方
も
含
め
た
全
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
「
安
全
補
助
員
制
」
と

い
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め

た
そ
う
で
す
。
多
様
な
世
代
の
持
ち
味

を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
豊
か
で
楽
し
い
託
児
活
動
が

つ
く
り
だ
さ
れ
、
安
全
性
も
一
層
高
ま

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
願
い

を
込
め
た
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。「
高
齢
を
理
由
に
辞
め
る
ス

タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
」
と
佐

山
代
表
。
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
率
の
高
さ

は
、
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
場
所
作
り
が
行
わ
れ
て

い
る
証
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
わ
ら
べ
っ

こ
は
親
や
子
ど
も
、
企
業
へ
の
支
援
だ

け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
居
場
所
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

多
世
代
間
交
流
だ
か
ら
こ
そ

味
わ
え
る
あ
た
た
か
さ

　
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
暖

か
い
笑
顔
や
、
数
時
間
の
小
さ
な
自
立

を
し
て
過
ご
す
子
ど
も
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
し
て
迎
え
に
く
る
保
護
者
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
が
わ
ら
べ
っ
こ
に
は
集

ま
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
・
環
境

の
人
が
集
ま
る
ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
空
間
だ

か
ら
こ
そ
、
同
じ
世
代
同
士
の
交
流
だ

け
で
は
味
わ
え
な
い
、
特
別
な
あ
た
た

か
さ
や
繋
が
り
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

子
育
て
世
代
の
社
会
参
加
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援

　
わ
ら
べ
っ
こ
は
平
成
24
年
に
仙
台
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
独
立

し
、
子
育
て
世
代
の
「
子
ど
も
が
い
て

も
勉
強
し
た
い
！
行
事
に
参
加
し
た

い
！
」
と
い
う
社
会
参
加
へ
の
思
い
と

子
育
て
の
両
立
を
応
援
す
る
た
め
、
50

代
か
ら
の
保
育
士
や
託
児
経
験
豊
富
な

シ
ニ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
出

張
託
児
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
張
託
児
と
は
、
各
種
企
画
の
運
営

団
体
か
ら
依
頼
を
受
け
、
当
日
預
か
る

子
ど
も
の
年
齢
や
人
数
に
合
わ
せ
て
ス

タ
ッ
フ
を
会
場
に
派

遣
し
、
イ
ベ
ン
ト
や

研
修
会
の
時
間
中
に

子
ど
も
を
一
時
的
に

預
か
る
も
の
で
す
。
委
託
す
る
企
業
側

も
、
託
児
付
き
の
企
画
に
す
る
こ
と
で

子
育
て
世
代
の
参
加
の
獲
得
に
有
利
に

な
り
ま
す
。
出
張
託
児
先
は
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
大
学
の
学
会
、
研
修
会

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
依
頼
が
あ
る

そ
う
で
す
。

経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
世
代
に

よ
る
預
か
り
保
育

　
現
在
は
22
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
登
録
し

て
お
り
、
年
齢
は
50
代
か
ら
80
代
ま
で

と
幅
広
く
、
年
齢
も
経
験
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
々
が
主

力
メ
ン
バ
ー
で
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
年
代

や
資
格
、
人
生
経
験
を
も
っ
た
人
た
ち

が
、
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
る
空
間

を
つ
く
り
た
い
」
と
千
葉
事
務
局
長
。

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
人
と
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ

て
良
い
刺
激
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ごちゃ混ぜ保育でたくさんの経験を
シニアのいる子ども預かり～わらべっこ～

厚生労働省が実施した平成28年度国民生活基礎調査の世帯構造数の統計による
と、3世代世帯は昭和61年の5,757千世帯から年々減少し、平成28年度には2,947
千世帯となり、30年で世帯数が約半数となっていることが分かります。また世帯の
平均人数も2.33人と年々少なくなっています。
今回は核家族化が進んでいる現代において、多世代間交流に重きを置き出張託児
を行なっている「わらべっこ」の佐山代表と千葉事務局長にお話を伺ってきました。

H e a r t  &  W o r k sハートアンドワークス

▲ハーモニカの音色に拍手喝采！

▲いろいろな年代が１つの空間に集まります

▲みんなで一緒に！はい、チーズ！

お問合せ先お問合せ先
みやぎボランティア総合センター TEL  022－266－3951
三井住友海上火災保険株式会社 TEL  022－221－3171
株式会社オンワード･マエノ TEL  022－762－9915

この制度の各補償は宮城県社会福祉協議会が保険会社と締結した保険約款により行います。

日帰り行事の場合には、内容により保険料が異なります。

ボランティア・福祉活動行事保険をご利用ください

A区分　高齢者スポーツ大会、お茶のみ会、各種教室など　　３０円
B区分　運動会、日帰りキャンプ、サイクリングなど １３５円
C区分　サッカー、ラグビー、スキーなど ２６４円

日帰りの行事中に参加者や主催者がケガをした場合の「傷害保険」と主催者が法律上の賠償責任を負った場合の「賠償責任保険」の２つの補償がセットになった保険です。
福祉活動を目的とした団体・福祉的な活動のための保険です。団体性・行事内容により、お引き受けのできない場合もございますので、ご注意ください。

ご不明の点は
お問合せください！

わらべっこスタッフ募集！
子どもが好き、やる気と元気のある方で、
わらべっこの活動にご興味のある方は
下記連絡先までご連絡ください。

【お問い合わせ先】
わらべっこ事務局
電話番号　070（5476）3172
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ホ
ー
ム
レ
ス
と
よ
ば
れ
る 

人
た
ち

宮
城
県
に
お
い
て
平
成
30
年
1

月
の
調
査
で
99
名
、
内
、
仙
台
市

で
は
97
名
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
宮
城
県
で

は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
関
係
の

影
響
か
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
全
国
的
に
ホ
ー
ム
レ
ス

が
減
少
し
た
と
は
い
え
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
定
義
は「
都
市
公
園
、河
川
、

道
路
、
駅
舎
そ
の
他
の
施
設
を
故

な
く
起
居
の
場
所
と
し
、
日
常
生

活
を
営
ん
で
い
る
者
」
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
数
字
に
は
、
車
上
生

活
者
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
暮
ら
す

不
安
定
居
住
層
の
方
々
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
故
に
ホ
ー
ム
レ
ス

の
概
念
を
諸
外
国
と
あ
わ
せ
、
不

安
定
居
住
層
の
方
々
ま
で
ホ
ー
ム

レ
ス
状
態
と
す
る
と
、
相
当
数
の

不
安
定
居
住
層
＝
ホ
ー
ム
レ
ス
予

備
軍
が
い
る
こ
と
に
な
り
、
仙
台

市
内
だ
け
で
も
１
５
０
名
以
上
の

人
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
仙
台
の 

活
動当

法
人
の
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支
援
す

る
主
な
活
動
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

１
つ
目
は
ホ
ー
ム
レ
ス
と
の
出
逢

い
の
場
と
な
る
「
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
５
３
０
活
動
」
で
す
。「
朝
食

を
得
る
こ
と
で
一
日
の
生
命
線
が
保

た
れ
る
」
と
い
う
当
事
者
の
声
か
ら
、

平
成
14
年
に
ホ
ー
ム
レ
ス
と
の
清
掃

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス

に
な
っ
て
も
「
自
分
が
世
の
中
の
役

に
立
っ
て
い
る
」
と
少
し
で
も
実
感

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
毎
週
水

曜
日
の
朝
に
仙
台
駅
か
ら
勾
当
台
公

園
ま
で
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
緊
急
的
な
住
ま
い
の
支

援
（
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
）
で
す
。
平

成
21
年
よ
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の

人
に
緊
急
的
に
一
時
的
な
住
ま
い
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

１
３
０
名
以
上
の
方
が
シ
ェ
ル
タ
ー

を
利
用
し
、
本
年
は
７
月
末
の
段
階

で
38
名
が
利
用
中
で
す
。
平
成
27
年

に
は
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

お
け
る
一
時
生
活
支
援
事
業
」
と
い

う
不
安
定
居
住
層
へ
の
支
援
制
度
が

で
き
、「
不
安
定
居
住
層
か
ら
の
相
談

は
現
在
地
で
保
護
す
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て

い
な
い
自
治
体
が
多
く
、
現
在
、
仙

台
市
へ
不
安
定
居
住
層
が
流
入
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
福
祉
事
務
所
設

置
自
治
体
へ
一
時
生
活
支
援
事
業
を

必
ず
実
施
し
て
も
ら
う
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
に

つ
い
て

一
言
で
“
自
立
”
を
表
現
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
病
気
の
あ
る
方

や
借
金
の
あ
る
方
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
自
立
の
ス

タ
イ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
自
立
＝
就
労
や
経
済
的
自
立
」
と

考
え
る
風
潮
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

の
人
の
状
況
に
応
じ
た
自
立
の
か

た
ち
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
車
上

生
活
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
起
居
す

る
不
安
定
居
住
層
の
方
々
に
対
す

る
支
援
と
、
長
期
化
す
る
ホ
ー
ム

レ
ス
の
方
を
ど
の
様
に
自
立
に
導

い
て
い
く
か
と
毎
日
葛
藤
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

▲530活動の集合場所（仙台駅ロータリー付近）

道路などに落ちているゴミを拾っています▶

▼530活動終了後の報酬を手渡ししています

NPO法人ワンファミリー仙台
仙台市青葉区二日町4-26　デイリーハイツ二日町102
電話番号：022（398）9854

お問い
合わせ先

ホームレスの自立支援について
NPO法人ワンファミリー仙台

ひと
まち
こころ現

在
の
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

盲
導
犬
の
候
補
犬
が
盲
導
犬
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
の
訓
練
と
、
パ
ピ
ー
ウ

ォ
ー
カ
ー
と
い
う
生
後
２
ヶ
月
か
ら
約
１

歳
ま
で
候
補
犬
を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
庭
へ
の
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

盲
導
犬
訓
練
士
と
い
う
と
犬
と
の
仕
事

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
※
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
接
す
る

機
会
も
あ
り
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
大
切
な
仕
事
だ
と
感
じ
ま
す
。

※�

盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
…
盲
導
犬
と
共
に
生

活
し
て
い
る
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

盲
導
犬
訓
練
士
を
目
指
す
き

っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

小
学
生
の
時
に
本
を
通
じ
て

盲
導
犬
訓
練
士
と
い
う
職
業
を

知
り
ま
し
た
。
大
学
生
に
な
り

「
自
分
が
目
が
見
え
な
く
な
っ
た

ら
」
と
考
え
た
時
、
大
好
き
な

外
出
が
今
ま
で
通
り
で
き
れ
ば

楽
し
く
暮
ら
せ
る
か
な
と
思
い
、

盲
導
犬
と
い
う
存
在
の
大
き
さ

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
で
見
た
盲
導
犬
ユ
ー

ザ
ー
の
「
盲
導
犬
と
外
を
歩
い

て
、
ま
た
青
空
が
見
え
た
よ
う

な
気
が
し
た
」
と
い
う
一
文
が

印
象
的
で
、
私
も
そ
う
い
う
お
手
伝
い

が
し
た
い
と
思
い
、
盲
導
犬
訓
練
士
を

目
指
し
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か

訓
練
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
犬
の

性
格
や
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ

て
訓
練
方
法
を
変
え
る
の
で
す
が
、
自

分
の
「
こ
う
し
た
ら
い
い
か
な
」
と
い

う
計
画
と
犬
の
学
習
が
一
致
し
た
時
は

嬉
し
い
で
す
。
他
に
も
、
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
「
盲
導
犬
が
き
て
外
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
今
ま
で
よ
り
遠
く
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
を
き

く
と
、
私
た
ち
盲
導
犬
訓
練
士
は
犬
の

訓
練
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
犬
と
一

緒
に
生
活
を
す
る
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の

人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
一
助
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

難
し
い
場
面
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

自
分
自
身
の
こ
う
い
う
訓
練
を
し
た

い
、
こ
う
い
う
姿
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
犬
に
押
し
付
け
な
い

よ
う
、
ま
た
上
手
く
い
か
な
く
て
も
冷

静
で
い
る
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま

す
。
犬
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
く
み
取

り
な
が
ら
常
に
成
長
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
、
犬
に
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
で
訓
練
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
ね
。

盲
導
犬
訓
練
士
の
魅
力
を
教
え
て
く

だ
さ
い

は
じ
め
は
「
自
分
の
訓
練
し
た
犬
が

後
の
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
元
へ
い
く
」

と
い
う
、
犬
と
自
分
の
関
わ
り
だ
け
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。実
際
に
は
、

候
補
犬
が
生
ま
れ
て
か
ら
訓
練
セ
ン
タ

ー
に
来
る
前
、
訓
練
中
、
盲
導
犬
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
か
ら
引
退
を
し
た

後
ま
で
の
一
生
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
と

の
多
く
の
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

思
い
を
受
け
継
ぎ
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
へ

繋
い
で
い
く
こ
と
が
盲
導
犬
訓
練
士
の

仕
事
で
あ
り
、
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

このコーナーでは福祉の職場で働く
キラリ☆と光る人を紹介します

キラリ仕事人
今号では、

（公財）日本盲導犬協会
仙台訓練センターで
盲導犬訓練士として働く

池田かんなさん
にお話を伺いました！

▲障害物を避けて歩行する訓練

東北地方で唯一の盲導犬育成施設です。盲導犬
の訓練だけでなく、視覚障がいリハビリテーショ
ンにも注力し、目の見えない人、見えにくい人の
生活の質（QOL）の向上と充実のため，東北６県・
新潟を網羅して活動しています。

〔お問い合わせ先〕
仙台市青葉区茂庭松倉12-2
電話番号　022（226）3910

公益財団法人日本盲導犬協会　仙台訓練センター
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ちいきを

み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
防
災
活
動
、
福
祉
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
ま
す

なつ
ぐ

平成27年4月の改正介護保険法における新しい地域支援事業は、新しい総合事
業と包括的支援事業の2つで構成されています。これらの事業は「地域づくり」「地
域福祉」の視点で捉えることが必要です。

今号では、気仙沼市社会福祉協議会がこれら事業を進めるために市内16地区社
協圏域に地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター※）と地域支え合い協
力員を配置し、地域住民とともに地域づくりを進めている取組みを紹介します。

※生活支援コーディネーター…高齢者の生活支援等サービスの体制整備を推進
していくことを目的とし、地域において、生活支援等の提供体制の構築に向けた
コーディネート機能（主に資源開発やネットワーク構築の機能）を果たす者

�

共
感
し
あ
え
る
体
験
を

大
切
に
す
る

東
日
本
大
震
災
後
の
新
た
な
地
域
課
題
の

一
つ
が
「
世
帯
数
が
増
加
し
た
地
域
に
お
け

る
転
入
世
帯
の
孤
立
」。
ま
た
、
被
災
を
免

れ
た
地
域
で
も
「
サ
ロ
ン
な
ど
に
参
加
す
る

方
は
い
つ
も
同
じ
人
」「
高
齢
者
の
引
き
こ

も
り
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
気
仙
沼
市

社
協
で
は
、
従
来
か
ら
身
近
な
地
域
で
の
さ

り
げ
な
い
見
守
り
や
支
え
合
い
な
ど
を
推
進

（
小
地
域
福
祉
活
動
）
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
基
盤
を
整

え
る
事
業
（
市
委
託
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
）
を
通
じ
て
、
新
た
な
支
え
合
い
活
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
が
意

識
せ
ず
に
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合

い
・
支
え
合
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
地
域
に
発

信
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
、
住
民
の
暮
ら

し
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
工
夫
を

見
つ
け
出
し
、
そ
れ
ら
を
意
味
づ
け
し
て
、

住
民
と
共
感
体
験
を
積
み
重
ね
る
役
割
、
そ

し
て
、新
た
な
支
え
合
い
の
し
く
み
を
推
進・

調
整
す
る
役
割
を
担
う
の
が
市
内
16
地
区
社

協
圏
域
毎
に
配
置
さ
れ
た
「
地
域
支
え
合
い

推
進
員
（
第
2
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
以
下
「
推
進
員
」）」。
地
区
社
協
か

ら
選
出
し
た
「
地
域
支
え
合
い
協
力
員
（
以

下
「
協
力
員
」）」
と
共
に
社
会
資
源
開
発
に

つ
な
が
る
「
宝
物
探
し
（
地
域
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
推
進
体
制

協
力
員
は
、
そ
の
地
域
に
住
み
、
地
域
を

よ
く
知
る
方
々
で
市
社
協
鈴
木
美
紀
地
域
福

祉
課
長
に
よ
る
と
、「
彼
（
彼
女
）
ら
は
地

域
づ
く
り
や
支
え
合
い
の
し
く
み
を
一
緒
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
配
置
し
た
地
域

を
知
り
尽
く
し
た
“
暮
ら
し
の
プ
ロ
”」。
地

域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
推
進
員
を
繋
ぐ
重
要

な
役
割
も
担
っ
て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

協
力
員
が
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
悩

み
を
聴
き
、
推
進
員
・
協
力
員
と
も
に
活
発

に
活
動
す
る
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
身
も
推

進
員
（
第
１
層
）

と
し
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る…

鈴

木
課
長
は
、
定

期
的
に
市
担
当

者
も
参
加
し
て

の
推
進
員
連
絡

会
議
や
、
推
進

員
・
協
力
員
合

同
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

住
民
同
士
が
行
っ
て
い
る
さ
り
げ
な
い
見

守
り
や
支
え
合
い
の
積
み
重
ね
が
、
気
仙
沼

市
の
目
指
す
地
域
づ
く
り
で
あ
り
、
市
社
協

が
大
切
に
育
ん
で
き
た
小
地
域
福
祉
活
動
。

「
こ
の
推
進
員
・
協
力
員
に
よ
る
宝
物
探
し

を
組
織
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
」

と
鈴
木
課
長
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
人
た
ち
を
地
域

か
ら
排
除
せ
ず
、
居
場
所
や
社
会
参
加
を
通

じ
て
地
域
で
受
け
止
め
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
。
身
近
な
地
域
で
住
民
同
士
が
行
っ
て
い

る
さ
り
げ
な
い
支
え
合
い
、
困
っ
た
時
の
助

け
合
い
な
ど
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
、
共
有
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
が
、
気
仙

沼
市
社
協
の
目
指
す
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

▲…地域支え合い推進員と協力員の
　合同連絡会議の様子

▲協力員と鈴木課長の意見交換の様子

市町村社協

レポート
支え合いながら住み慣れた地域で暮らすために

～　気仙沼市　生活支援体制整備事業の取組み　～

気仙沼市
気仙沼市社会福祉協議会

人口／ 64,286 人
　　（平成 30年 6月末日現在）
社協職員数／ 214人

本所のほか、本吉・唐桑の２つの
支所があり、「地域でみんながふ
れあい支えあって自分らしく安心
して暮らしていけるまち」を目指した地域福祉事業を始めと
して、介護福祉・障害福祉事業など幅広く事業展開を行って
います。

今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
高
齢
化
、

単
身
世
帯
の
増
加
と
社
会
的
孤
立
の

拡
大
に
対
応
す
る
為
に
は
、
専
門
職

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
助
け
合
い
・

支
え
合
い
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
「
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
さ
ま
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
住
民
主

体
の
助
け
合
い
に
よ
る
生
活
支
援
を

広
げ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る

「
N
P
O
法
人
地
域
生
活
支
援
オ
レ

ン
ジ
ね
っ
と
」（
以
下
オ
レ
ン
ジ
ね

っ
と
）
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
や
さ
し
い
支
え
あ
い
輪
を

広
げ
て
い
く

「
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
事
で
助
け
合
い
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
オ

レ
ン
ジ
ね
っ
と
の
代
表
の
荒
川
陽
子

（
あ
ら
か
わ
よ
う
こ
）
さ
ん
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
経
験
し
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
す
こ

と
で
自
信
を
つ
け
、
長
年
活
動
し
て
い

る
方
が
増
え
て
お
り
、
今
で
は
高
齢
者

や
障
が
い
を
持
つ
方
の
支
援
、
子
育
て

の
手
伝
い
、
家
事
か
ら
専
門
的
な
ス
キ

ル
が
必
要
な
支
援
ま
で
、
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
助
け
を
求
め
て

い
る
人
か
ら
学
び
、
活
か
さ
れ
、
必
要

と
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
る
喜
び
が
更
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
は
、
社
会
保

障
制
度
の
対
象
か
ら
外
れ
た
人
を
地
域

の
助
け
合
い
で
支
え
る
、
個
別
支
援
活

動
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
支

え
合
い
の
在
り
方
を
当
事
者
や
住
民
が

み
ん
な
で
考
え
創
り
出
し
て
い
く
時
代

が
や
っ
て
き
ま
す
。
荒
川
さ
ん
は
、
価

値
観
の
異
な
る
多
世
代
が
ふ
れ
あ
い
、

つ
な
が
り
、
学
び
合
い
、
対
話
を
通
じ

て
新
し
い
社

会
を
築
い
て

い
け
る
よ
う

に
、
多
種
多

様
な
連
携
を

進
め
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
す
繋
が
り
の
場

～
お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
～

「
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
ふ
れ

あ
え
る
交
流
の
場
が
ほ
し
い
」
と
い
う

会
員
の
声
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
８
年

前
に
「
と
き
め
き
サ
ロ
ン
＆
と
き
め
き

カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ラ

ン
チ
の
時
間
に
な
る
と
、
地
域
の
常
連

さ
ん
や
遠
方
か
ら
来
る
お
客
様
も
多

く
、
食
事
を
取
り
な
が
ら
会
話
を
楽
し

み
、
繋
が
る
場
と
し
て
浸
透
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
ま
す
。「
こ
こ
は
人
と
関

わ
る
力
を
育
て
る
場
。
自
然
と
相
手
の

こ
と
を
理
解
す
る
力
が
育
ち
、
集
う
人

同
士
も
気
に
掛
け
合
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
社
会
に
関
わ
る
に
は
人
そ
れ
ぞ

れ
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
人
を
思
い

や
り
手
を
差
し
伸
べ
る
力
、
社
会
人
と

し
て
育
っ
て
い
く
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
き
っ
か
け
や
出
会
い
を
提
供
し
、

待
つ
こ
と
が
大
切
。
私
自
身
も
た
く
さ

ん
の
人
に
育
て
て
も
ら
っ
て
き
た
。
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
の

寛
大
な
愛
情
の
お
蔭
様
で
す
」
と
荒
川

さ
ん
は
長
年
の
活
動
を
振
り
返
る
。

昨
年
６
月
に
法
人
格
を
取
得
し
た
オ

レ
ン
ジ
ね
っ
と
の
「
や
さ
し
い
支
え
あ

い
の
輪
」
を
更
に
広
げ
て
い
く
取
り
組

み
を
今
後

も
注
目
し

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

（
宮
城
県
社

協
取
材
）

「
地
域
生
活
支
援
オ
レ
ン
ジ
ね
っ
と
」の
取
り
組
み▲「…ときめきカフェ」は気軽にたちよれる

交流の場になっています

▲……行事を通して地域のつながりが広がって
いきます
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いま
の
宮城復興みやぎ いきいきシニアだより

▲子どもたちが力を合わせた力作
　「動物たちの森」

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

“
ほ
っ
と
”
ス
ペ
ー
ス

月
曜
日
の
午
後
、
集
会
所
に
元
気
な

声
が
響
き
ま
す
。
平
成
30
年
１
月
か

ら
始
ま
っ
た“
こ
ど
も
カ
フ
ェ
”は
、「
お

や
つ
、
し
ゅ
く
だ
い
、
え
ほ
ん
、
ゲ
ー

ム
、
う
た
、
ひ
み
つ
の
○
○
」
が
普
段

の
メ
ニ
ュ
ー
、
そ
し
て
季
節
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
企
画
と
お
楽
し
み
が
満
載
で
す
。

仮
設
住
宅
被
災
者
支
援
か
ら
地
域
で

の
活
動
へ

「
え
ぜ
る
」
は
震
災
後
、
仮
設
住
宅

集
会
所
で
大
人
中
心
の
サ
ロ
ン
と
、
放

課
後
子
ど
も
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い

ま
し
た
。
仮
設
が
解
消
さ
れ
、
現
在

公
営
住
宅
で
の
大
人
向
け
サ
ロ
ン
は

塩
釜
市
社
協
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
ケ
ア
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
減
少
で
、
仮
設

の
解
消
に
合
わ
せ
て
活
動
の
終
了
も

考
え
ま
し
た
。
悩
ん
で
い
た
時
、
仮
設

で
出
会
い
今
は
高
校
生
に
な
っ
た
子

か
ら
『
子
ど
も
の
た
め
の
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
』
と
メ
ー
ル
を
も
ら

い
、大
人
が
頑
張
ら
な
く
て
ど
う
す
る
、

と
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

で
知
り
合
っ
た
方
々
に
声
が
け
し
、
協

力
し
て
く
れ
る
仲
間(

ス
タ
ッ
フ)

が

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
代
表
の
山

田
み
ち
え
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
事
に
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
か
ら
人

も
自
分
も
大
事
に
で
き
る

清
水
沢
東
住
宅
は
多
く
が
被
災
世

帯
の
た
め
、
自
分
や
家
族
が
辛
い
体

験
を
し
た
子
ど
も
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
ほ
か
の
地
域
か
ら
転
居
や
転

校
を
し
て
き
た
子
ど
も
も
い
ま
す
。
ま

た
今
の
子
ど
も
た
ち
の
世
界
は
大
人

の
想
像
以
上
に
複
雑
で
、
人
間
関
係

も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
カ
フ
ェ
は
、
子
ど
も
が
子
ど

も
ら
し
く
い
ら
れ
る
時
間
と
場
所
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど

も
の
動
き
や
様
子
を
さ
り
げ
な
く
目

配
り
す
る
中
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過

ご
す
子
、
大
声
を
出
し
て
全
力
で
遊

ぶ
子
、
小
さ
な
わ
が
ま
ま
も
言
い
な

が
ら
全
身
で
大
人
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く

子
、
と
の
び
の
び
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
わ

い
が
ら
れ
、
ほ
め
ら
れ
、
注
意
を
さ
れ

て
人
と
の
関
わ
り
を
学
び
育
ち
ま
す
。

家
族
に
は
言
え
な
い
悩

み
を
他
人
に
は
言
え
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
大

人
が
関
わ
り
続
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
子
ど
も
に
ま
っ
す
ぐ
向

き
合
い
、
一
緒
に
笑
い
、
で
き
た
ら
ほ

め
、
時
に
は
叱
り
、“
来
て
く
れ
て
嬉

し
い
”
そ
ん
な
気
持
ち
を
全
力
で
伝

え
ま
す
。
何
か
の
時
、“
よ
そ
の
お
ば

ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
信
用
で
き
る
大
人

が
い
る
”
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
」（
え
ぜ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
）

小
さ
く
て
も
積
み
重
ね
続
け
た
い

『
子
ど
も
は
未
来
そ
の
も
の
。
子
ど

も
が
健
全
に
育
た
な
い
地
域
に
未
来

は
な
い
の
で
、
大
切
に
育
て
た
い
』

そ
れ
が
え
ぜ
る
の
皆
さ
ん
の
思
い
で

す
。
今
後
も
活
動
を
継
続
し
地
域
に

根
差
し
て
い
く
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
資
金
の
確
保
が
大
き

な
課
題
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
、
小

さ
く
て
も
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
で
す
、
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

“ よそのおばちゃん ”
だからこそできることがある

塩竈市は次世代を担う子どもの育成のためのアフタースクール事業を進めており、
「Shiogamaこどもホットスペースづくり支援プログラム」は、魅力的な活動と居場所の提
供をとおして、子どもが笑顔に、そして地域の方々も元気になれるまちづくりを目指して
います。プログラムのひとつ、清水沢東住宅集会所での “清水沢東こどもカフェ”につい
て、主催の「えぜるプロジェクト」（以下「えぜる」という。）に話を伺いました。

えぜるプロジェクト　清水沢東住宅こどもカフェ（塩竃市）

昨
年
11
月
30
日
か
ら
４
日
間
、
県

社
協
が
開
催
し
た
「
第
25
回
宮
城
シ

ニ
ア
美
術
展
」
日
本
画
部
門
に
お
い

て
優
秀
賞
に
輝
い
た
河
野
尚
枝
さ
ん

（
仙
台
市
太
白
区
在
住
・
68
歳
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
以
前
か
ら
岩
絵
具
を

使
っ
て
描
く
日
本
画
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
そ
う
で
、
十
数
年
前
に
河
北

展
で
入
賞
し
た
作
品
を
見
て
、「
上

手
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
描
く
の
だ

ろ
う
」
と
の
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

直
ち
に
教
室
に
入
っ
た
そ
う
で
す
。

絵
は
花
瓶
、
果
物
、
置
物
や
庭
の
花

な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
題
材
に
、

年
に
７
〜
８
点
描
い
て
お
り
、特
に
、

庭
に
咲
い
て
い
る
バ
ラ
の
花
を
描
く

の
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。
シ
ニ
ア

美
術
展
に
出
展
し
た「
紫
陽
花
の
頃
」

は
庭
の
紫

陽
花
を
描

い
た
も
の

で
、「
ポ

ッ
プ
な
配

色
に
新
し

さ
を
感
じ

る
」
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

「『
下
手
も
絵
の
う
ち
』
と
一
枚
描

い
て
み
た
い
の
が
自
分
の
原
点
で
あ

り
、
上
手
く
描
け
た
と
思
っ
た
時
が

一
番
う
れ
し
い
。
出
来
上
が
っ
た
絵

も
、
後
で
何
度
も
書
き
直
す
の
で
未

完
成
と
思
っ
て
い
る
。
描
こ
う
と
す

る
が
、
デ
ッ
サ
ン
が
苦
手
で
す
が
、

で
も
描
き
始
め
る
と
楽
し
い
し
、
完

成
す
る
ま
で
２
か
月
程
度
か
か
る
が

集
中
で
き
る
」
と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

日
本
画
は
小
下
図
か
ら
大
下
図

に
、
そ
し
て
麻
紙
に
写
し
取
っ
て
い

く
手
の
掛
か
る
も
の
で
、
膠に

か
わの

濃
い

薄
い
の
加
減
や
絵
具
の
色
ご
と
に
14

段
階
あ
り
使
い
方
が
難
し
く
奥
が
深

い
の
だ
そ
う
で
す
。

河
野
さ
ん
は
「
シ
ニ
ア
美
術
展
は

部
門
が
多
く
見
て
楽
し
い
し
、
出
展

者
の
技
術
も
高
い
の
で
凄
い
と
感
じ

た
。
続
け
て
出
展
し
た
い
し
、
数
年

前
か
ら
始
め
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
も
こ

つ
こ
つ
や
っ
て
時
間
は
か
か
る
が
出

展
し
た
い
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

岩
絵
具
を
使
っ
て
描
く
日
本
画
に
魅
せ
ら
れ

　
　
身
近
な
も
の
を
題
材
に
自
分
の
配
色
を
追
求

宮
城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー

自
然
豊
か
な
大
和
町
に
あ
る
宮

城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー
は
、
宮
城
県

か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け

た
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
し
て
い
ま
す
。

施
設
入
所
・
生
活
介
護

重
度
・
最
重
度
の
知
的
障
害
者

の
自
立
し
た
生
活
を
め
ざ
し
て
、

日
中
活
動
・
生
活
の
支
援
、
地
域

生
活
移
行
の
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
短
期
入
所
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

就
労
継
続
支
援
B
型

知
的
障
害
者
の
福
祉
的
就
労
支

援
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

農
耕
作
業
や
馬
房
の
清
掃
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こんなこと
やってます
ここでは、宮城県社協の
事業をご紹介いたします

【お問い合わせ先】
宮城県船形コロニー
黒川郡大和町吉田字上童子沢21
電話番号　022（345）3282

▲庭の紫陽花と河野さん

▲馬房の清掃

▲農耕作業

▲クリスマス会

▲日中活動（個別外出）
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